
《偶関数•･奇関数の積分》  
(ⅰ)偶関数の積分 
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 ［理由］偶関数のグラフは、 y軸対象だから 
 偶関数 : f (−x) = f (x)となる関数 ［例］ xの偶数乗、 cos xなど 
  グラフは、 y軸対象 
 
(ⅱ)奇関数の積分 
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∫ = 0  

 ［理由］奇関数のグラフは、原点対象だから 
 偶関数 : f (−x) = − f (x)となる関数 ［例］ xの奇数乗、 sin x、 tan xなど 
  グラフは、原点対象 
 
 


